








「つよみ」を生かす
 私たちにできる社会貢献のカタチ

2016年5月、VR（バーチャルリアリティ：仮想現実）領域における業務提携を結んだフジテレビとグリー。
今回は、フジテレビ社長・亀山千広氏にお時間を頂き、
CSRにかける思いや特色ある活動について、グリー社長・田中良和と共に語り合う機会とさせていただきました。

1956年 生まれ。80年（株）
フジテレビジョン入社。ドラマ
プロデューサー、編成制作局
長、映画事業局長などを経
て、2012年常務取締役。
13年6月代表取締役社長に
就任。

亀山 千広
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私たちが思うCSRのカタチ

田中 私たちは、事業が持続的かつ健全に

成長するためには、社会や業界へ知見・利益

を還元し、その発展に貢献していくことが

重要だと考えています。「インターネットを

通じて、世界をより良くする。」というミッ

ションにもある通り、グリーが提供している

サービスは、基本的にインターネットを活用

してお客さまの生活を豊かで便利なものに

することを目指しています。そしてそれらの

サービスを皆さんに安心安全に利用して

いただくことが何よりも大切です。この実現

に向けて小中高生をはじめさまざまな年代

の方々を対象として、正しいインターネット

の利用を啓発するアプリや教材を作成し

無償で提供したり、日本全国で

講演を行ったりしています。

亀山 インターネットは非常に便

利なメディアであるにもかかわら

ず、間違った使い方からトラブル

につながることがあるのをとても

残念に感じています。今、教えて

いただいた取り組みは、そうした

トラブルを減らしていくために

有効で意義のある活動だと思い

ますので、ぜひグリーさんの力で

広めてほしいですね。

田中 ありがとうございます。グリーだから

こそより良くできる取り組みを追い求めなが

ら、地道な活動を続けていきます。御社で

はCSRについて、どう考えていらっしゃい

ますか。

亀山 フジテレビは放送事業者として極めて

高い公共的使命があり、本業そのものが

CSRだと考えています。報道や情報番組

はもちろん、エンターテインメントなども

人々が豊かな生活を送るための重要なコン

テンツです。ただ、普段テレビを通して

番組を提供しているときは、視聴者一人

ひとりの顔が見えません。ですので、「お台

場みんなの夢大陸」といった夏のイベント

のように、直接お客さまと接する機会を

大事にしたいと思っています。

田中 それはグリーにも当てはまることだと

感じます。ユーザー数やインストール数など

数字にまつわる話が目立つことがあり、

それ自体は必要なことなのですが、私たち

がインターネットを通じて提供しているサー

ビスの向こうには、一人ひとりのお客さまが

いるということを忘れてはいけません。社員

全員が集まる場でもよく言うのですが、ひた

すらお客さまとプロダクトに集中すること、

この2つを徹底しないと多くの人々に本当に

喜んでいただけるサービスは生まれないと

考え、日々実践しています。

田中 良質なVR体験機会の提供には、技

術的な質の高さはもちろんのこと、斬新で

魅力的なコンテンツが欠かせません。映像

コンテンツ制作力や企画・キャスティング力

に秀でたフジテレビさんとの協業を通じて

共に挑戦できるのはこの上ない好機であり、

当社の開発力とのシナジーによって何を

創造できるのか楽しみにしています。今の

ところそのエンターテインメント性にフォー

カスが集まっているVRですが、同時に

社会的な有用性に対する注目もますます

高まっています。例えば教育や医療、ある

いは避難訓練といった災害対策など、広く

社会貢献の分野でも今後活用が進んでいく

と思います。

亀山 そうした可能性は大いにあると、私も

思っています。以前フジテレビが制作した

コンテンツの中で、熊本城の動画をドローン

で撮影したことがありました。

先般の被災後の再建にあたり、

その時の映像を無償提供させ

ていただいています。今後は

VRで細部まで撮影された映像

が修復、復興のお役に立てる、

そんな貢献の形も考えられる

のではないでしょうか。

田中 最後に、グリーに期待さ

れるところをお聞かせください。

亀山 今回、田中さんとこう

してお話をしてみて、意を同じく

していることが分かりました。ゲームが

ヒットする、番組が当たる、会社が発展する

というのも私たちの誇りの一つなのかもしれ

ませんが、CSR活動も含め「グリーって

面白いよね」「フジテレビってあんな活動も

やっているんだ」と言われることが、社員

の励みや勲章になると思っています。グリー

さんとは、そんな誇りが持てる仕事をこれ

からも一緒にやっていきたいですね。

フジテレビとグリーが描く
 未来の可能性
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グリーが考える3つのこと。

グリーは、より良く社会に貢献できる姿を追い求める中で、３つの柱を設けています。

今号で特集した「安心安全なインターネット社会の構築」に加え、

「インターネット産業の強化と発展」および「企業市民として社会の発展に貢献」を実現するための

代表的な施策を紹介します。

この冊子は二度楽しめるものになっています。

スマートフォン用ARアプリ「C
コ コ ア ル
OCOAR2」

を使い、写真を読み込むと、さらに詳細な情
報や動画をご覧いただけます。

インターネット産業の
強化と発展

安⼼安全な
インターネット社会の構築

企業市民として
社会の発展に貢献

技術・芸術・教育分野における人材

育成や地域社会と連携した取り組み

により、次世代のインターネット社会

の活性化に取り組んでいます。

SNSの健全性の維持・促進、ソーシャル
ゲームの利用環境向上に向けてさまざま
な取り組みを行っています。

環境や社会的問題の解決、芸術振興
など、社会の一員として世界をより良く
するための活動への参加および支援
を行っています。

千葉大学の授業を共同プロデュース
ゲームを主力事業とするグリーの社会貢献のあり方の一つとして、

人を引きつける「ゲームのチカラ」を理解し教育環境で活用できる人材の

育成を目的に、千葉大学教育学部の授業をプロデュースしています。

授業の中で、グリーのエンジニアやクリエーターと千葉大学教育学部の

学生が、「協働学習」という難しいテーマ設定のもと知恵を合わせ協力し、

4つの学習ゲームが誕生しました。2016年2月には千葉大学教育学部

附属小学校の2年生のクラスにて実証研究を行い、未来の教育のあり方

について考察しました。

グリーでは、社員が地域社会に貢献できる機会の提供と参加の

推奨をしています。その一つとして、環境保全活動である富士山麓

の清掃や東京都の緑化貢献プログラムに、経営陣も含めた社内公募

で集まった社員ボランティアが参加しています。2016年5月に開催

した、東京都の緑化に貢献する独自の取り組み「森づくりプロジェク

ト」は社長の田中も参加し、2016年新卒社員と共に補植活動を

行いました。

［ 制作した学習ゲーム ］

※「COCOAR2」はstartialabのサービスです。　※通信費は別途発生いたします。　※オフラインではご利用いただけません。　※本サービスは2017年9月26日（火）まで楽しむことができます。

アプリ「COCOAR2」の使い方

「COCOAR2」（無料アプリ）を
ダウンロード

iPhone、iPadをご利用の方

Androidをご利用の方

で検索

で検索

1 「COCOAR2」を起動

ダウンロードが完了したら、「COCOAR2」の
アイコンをタップして起動させます。

2 冊子内の対象ページをスキャン

　このマークがある写真全体が画面に収まる
ようにかざしてください。スキャンが完了する
と、リンク先のコンテンツが表示されます。

3

上段、『まもって！ 十二支！（国語）』
※ハッカソン「大賞」受賞
下段左から『すすむモン（国語）』、

『サンスウユウシャ 〜のろわれ
た先生をすくえ〜』、『99モン
スター 〜九九をみつけよう〜』
※ハッカソン「小学生賞」受賞

環境保全活動への社員ボランティア参加
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グリー株式会社
東京都港区六本木 6 -10 -1 六本木ヒルズ森タワー
http://corp.gree.net/jp/ja/csr/

2016年 9月発行


